


歳　入　（一般会計）

科　　　目 �予　算　額 �構成比 �収入渚額 �収入率 

村　　　　　　　　　　　税 �1億1，681万2千円 �4．9 �1億1，572万9千円 �99．1 

地　　方　　譲　　与　　税 �2，524万5千円 �1．1 �2，524万5千円 �100．0 

利　子　割　交　付　金 �107万5千円 �0．0 �107万5千円 �100．0 

地　方　消　費　税　交　付　金 �1，886万円 �0．8 �1，886万円 �100．0 

自　動車取得税交付金 �868万3千円 �0．4 �868万3千円 �100．0 

地　方　特　例　交　付　金 �398万2千円 �0．2 �398万2千円 �100．0 

地　　方　　交　　付　　税 �14億992万6千円 �59．6 �14億992万6千円 �100．0 

交通安全対策特別交付金 �1千円 �0．0 �0 �0．0 

分　担　金　及　び　負　担　金 �753万8千円 �0．3 �692万3千円 �91．8 

使　用　料　及　び　手　数　料 �1，686万1千円 �0．7 �1，589万1千円 �94．2 

国　　庫　　支　　出　　金 �7，374万6千円 �3．1 �3，186万8千円 �43．2 

道　　　支　　　出　　　金 �6，843万9千円 �2．9 �3，677万4千円 �53．7 

財　　　産　　　収　　　入 �1，170万9千円 �0．5 �1，107万3千円 �94．6 

寄　　　　　附　　　　　全 �193万2千円 �0．1 �193万円 �99．9 

繰　　　　　入　　　　　金 �4，029万5千円 �1．7 �6，415万7千円 �159．2 

繰　　　　　越　　　　　金 �434万8千円 �0．2 �・434万8千円 �100．0 

諸　　　　　収　　　　　入 �2億6，800万1千円 �11．3 �2億2，468万5千円 �83．8 

村　　　　　　　　　　　債 �2億8，930万円 �12．2 �2億730万円 �71．7 

歳　　　入　　　合　　　計 �23億6，675万3千円 �100．0 �21億8，844万9千円 �92．5 

（説明又は該当する項目）
村　　　税

地方譲与税

利子割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

分担金及び負担金

村民税、固定資産税、軽自動車税など

国の地方道路税の徴収金が、村道の延

長及び面積を基準に交付される

地方道路譲与税と自動車重量税の一部を

村道の延長や面積を基準に交付される自

動車重量譲与税の合計

預貯金などに課税された税金が一定割

合で交付される

地方消費税の一部が人口などを基準に

交付される

自動車取得税の一都が道路の延長、面

積を基準に交付される

恒久的な減税に伴う地方税の減収の一

部を補てんするため国から交付される

標準的な財政需要に対して必要な財源
が交付される

分担金は特定事業の経費にあてるため、

その受益者から徴収するお金

使用料及び手数料

国庫支出金

道支出金

財産収入

寄　附　金

繰　入　金

繰　越　金

諸　収　入

村　　　債

負担金は保育料、老人福祉施設入所費

用など

使用料は公営住宅、集会施設使用料など

手数料は戸籍手数料、福祉関係（生き

がい活動支援など）

国が相の行う事務などに対して交付さ

れる

道が村の行う事務などに対して交付さ

れる

村有地の貸付け・支払い、教員住宅、

職員住宅などの使用料
一般寄付、指定寄付雁途を特定して

いるもの）

財源に不足を生じる時に基金澱立金）
を取り崩すこと

翌年度の財源として使用する

貸付金の元利収入など

各事業を実施する際の借入金



平成15年度下半期（10月～3月）の財政状況をお知らせします。

村財政の実態と諸施策の内容について、村民の皆様にご理解をいただき村政の発

展についてご協力をお願いするため、毎年5月と11月の年2回公表しています。

歳　出　（一般会計）

科　　　目 �予　算　額 �構成比 �支出漬額 �支出率 

議　　　　　会　　　　　費 �5，135万3千円 �2．2 �5．089万6千円 �99．1 

総　　　　　務　　　　　費 �3億5，567万2千円 �15．0 �3億4，701万円 �97．6 

民　　　　　生　　　　　費 �3億9，376万8千円 �16．6 �2億9，851万円 �75．8 

衛　　　　　生　　　　　費 �2億9，826万1千円 �12．6 �2億7，977万7千円 �93．8 

農　林　水　産　業　費 �2億6，072万7千円 �11．0 �2億3，999万7千円 �92．0 

商　　　　　工　　　　　費 �1億147万円 �4．3 �9，192万4千円 �90．6 

土　　　　　木　　　　　費 �7，745万8千円 �3．3 �7，406万6千円 �95．6 

消　　　　　防　　　　　費 �1億2，471万9千円 �5．3 �1億2，471万9千円 �100．0 

教　　　　　育　　　　　費 �1億9，512万8千円 �8．2 �1億8，900万6千円 �96．9 

災　　害　　復　　旧　　費 �1千円 �0．0 �0 �0．0 

公　　　　　債　　　　　費 �5億619万6千円 �21．4 �5億597万7千円 �100．0 

予　　　　　備　　　　　費 �200万円 �0．1 �0 �0．0 

歳　　　出　　　合　　　計 �23億6，675万3千円 �100．0 �22億188万2千円 �93．0 

議会費

総務費

民生費

衛生費

（主な事業と事業費）

議員報酬など　　　　　3，021万7千円　　商工費

バス交通確保対策事業1，751万3千円　　土木費

行政情報化推進費　　　　　473万円

介護予防・地域支え合い事業1，105万6千円

障害者支援費　　　　　　　5，647万円

社会福祉協議会助成　1，103万8千円

し尿・じん芥処理負担金　7，193万4千円

島牧診療所設備整備事業　71万4千円

農林水産業費　　経営林道元町線開設事業　1，062万円

さけ・ます種苗生産施設整備事業負担金

ユ，174万7千円

村債額及び償還額比較表

年度 �借　入　額 �元利償還金 �歳　出　合　計 �比　率 

13 �1億5，960万円 �5億5，803万9千円 �27億7，211万7千円 �20．1％ 

14 �4億3，920万円 �5億2，365万8千円 �27億9，090万7千円 �18．8％ 

15 �2億8，930万円 �5億1，951万1千円 �23億6，675万3千円 �22．0％ 

保険給付費・老人保健拠出金
・介護納付金が2億8，119万4千

円で、総予算の約92％を占め、

その財源は国などが約46％と受

益者である被保険者の負担（税）
で賄っています。
一般会計からの持出し額は

3．589万5千円。

村内3カ所に設置している簡

易水道及び飲料水供給施設2カ

所の維持管理経費で、その財源
は水道使用料などで賄われてい

ます。
なお、工事費、起債（借金）
償還などの補てんについては、
一般会計から788万2千円を持ち

出している状況です。

商工会運営費助成　　　757万7千円

村道など除排雪委託　　　1，302万円

公営住宅屋根茸替工事　123万9千円

広域消防山部事務組合負担金

1億2，471万9千円

中学校食堂屋根改修工事　488万3千円

給食センター外壁改修工事191万1千円

借入金償還　元金　4億3，641万9千円

利子　　　6，886万5千円
一時借入金利子　　　　　69万3千円

※借入（村債）額は、その年度に借入れしたお金。

元利償還金は、その年度に返済するお金。

比率は、歳出合計額に占める元利償還金の割合。

老人の健康保持と老人福祉の

充実を図ることを目的とし、そ
の財源内訳は各保険者約62％、

国約24％、道・村それぞれ約6％
になっています。
一般会計からの持出し額は2．080

万1千円。

介護保険事業勘定と介護サービ
ス事業勘定の2勘定から構成さ

れ、介護保険事業勘定は介護認

定などの全体的な経費を、介護
サービス事業勘定ではデイサー
ビス運営経費などについて計上

しています。
一般会計からの持出し額は

4，868万3千円。



資源底上げが

∴ご、一㌢r叫■I

出席者全員で秋さけ資源の増大を祈願

秋
さ
け
の
回
帰
率
向
上
（
増
殖
事
業
の
成
果
拡
大
）
は
、
適
正
サ
イ
ズ
健
苗
の
適
期
放

流
が
カ
ギ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

日
本
海
南
部
に
位
置
す
る
後
志
南
部
地
区
は
、
沿
岸
水
温
の
立
ち
上
が
り
が
早
く
、
適

期
水
温
時
に
お
け
る
放
流
数
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
課
題
を
ク
リ
ア
ー
し
て
資
源
量
の
底
上
げ
を
図
り
浜
を
活
性
化
し
ょ
う
と
、
㈱
北

海
道
さ
け
・
ま
す
増
殖
事
業
協
会
が
、
千
走
川
上
流
で
建
設
を
す
す
め
、
昨
年
1
1
月
末
に

完
成
し
た
「
島
牧
さ
け
・
ま
す
飼
育
池
」
の
供
用
開
始
記
念
放
流
式
が
、
4
月
2
3
日
、
道

水
産
林
務
部
、
道
立
水
産
ふ
化
場
、
漁
協
・
増
殖
事
業
関
係
者
ら
約
6
0
人
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

爪
、
後
を
管
内
初
の
2
次
飼
育
池

‘
ノ
∫

諭
万
尾
の

感
海
生
産
能
力

島
牧
さ
け
・
ま
す
飼
育
池
の

管
理
・
運
営
は
日
本
海
さ
け
・

ま
す
増
殖
事
業
協
会
が
行
い
、

業
務
は
当
面
、
島
牧
漁
協
に
委

託。
同
飼
育
池
の
さ
け
稚
魚
の
生

産
能
力
は
、
8
0
0
万
尾
。

今
ま
で
1
堵
前
後
で
放
流
し

て
い
た
稚
魚
1
尾
の
平
均
体
重

を
L
5
緩
ま
で
2
次
飼
育
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

今
年
度
、
秋
さ
け
稚
魚
に
つ

い
て
は
3
0
0
万
尾
の
放
流
を
計
画

し
、
京
極
ふ
化
場
か
ら
3
月
中

旬
と
4
月
中
旬
の
2
回
に
分
け

施
設
は
後
志
管
内
初
の
2
次
飼

育
池
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

延
べ
面
積
1
、
0
1
2
平
方
㍍
。

飼
育
池
は
8
面
（
1
面
が
4
㍍
×

2
5
㍍
）
が
配
さ
れ
、
8
0
0
平
方
㍍
。

自
動
清
掃
機
8
基
を
導
入
し
、
時

間
設
定
で
飼
料
の
残
し
や
ふ
ん
を

除
去
、
池
内
の
衛
生
管
理
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

千
走
川
が
濁
っ
て
も
、
濁
る
こ

と
の
な
い
南
雲
川
の
水
（
毎
分
1
2

ト
ン
）
が
使
わ
れ
て
お
り
、
池
ご
と

セ
キ
板
を
上
げ
る
と
、
成
長
し
た

稚
魚
が
河
口
め
ざ
し
て
元
気
に
泳

ぎ
出
し
た

）

に
1
・
5
ト
ン
注
水
で
き
る
シ
ス
テ

ム。

ま
た
、
魚
道
も
兼
ね
備
え

た
放
流
水
路
は
幅
1
・
2
㍍
、
長

さ
1
5
6
・
4
㍍
。

器
材
室
や
飼
料
重
を
備
え

た
管
理
棟
は
木
造
平
屋
建
て

8
3
平
方
㍍
。

総
事
業
費
は
9
、
3
9
7

万
円
。
さ
け
・
ま
す
種
苗
生

産
施
設
整
備
事
業
と
し
て
国

・
道
か
ら
7
、
0
4
8
万
円

の
補
助
を
受
け
て
整
備
し
ま

し
た
。

て
移
入
。
4
月
1
9
日
の
1
0
0
万
尾
と
、
こ

の
日
の
2
0
0
万
尾
を
合
わ
せ
3
0
0
万

尾
を
放
流
し
ま
し
た
。

今
年
は
3
0
0
万
尾
を
2
次
飼
育

し
ま
し
た
が
、
残
り
5
0
0
万
尾
の

能
力
を
将
来
は
寿
都
∴
石
内
・

神
恵
内
地
区
の
放
流
稚
魚
用
に

活
用
す
る
計
画
で
す
。

新
施
設
が
、
後
志
南
部
地
区

の
中
核
施
設
と
し
て
資
源
の
底

上
げ
に
寄
与
し
、
漁
業
経
営
の

安
定
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。



斉藤　則雄さん（本日）

高島三千康さん（豊浜）

西出　忠雄さん（泊）

章卿

永
年
に
わ
た
り
、
消
防
業
務
に
精

励
し
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
高
揚

に
務
め
た
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
、
斉
藤
則
雄
さ
ん
に
「
瑞
宝

単
光
章
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

斉
藤
さ
ん
は
、
昭
和
2
2
年
1
月
に

来
島
散
村
消
防
団
に
入
団
し
、
昭
和

6
0
年
か
ら
分
団
長
と
し
て
、
平
成
2

年
の
退
団
に
い
た
る
ま
で
姐
年
有
余

に
わ
た
り
日
夜
消
防
業
務
に
精
励
し
、

水
火
災
を
予
防
警
戒
し
、
災
害
の
発

生
時
に
は
率
先
し
て
出
動
し
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
、
地
域
の
安
全
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
、
統
計
調
査
員
と

し
て
統
計
調
査
事
務
に
従
事
し
、
統

計
意
識
の
高
揚
に
務
め
た
功
績
が
顕

著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
高
島
三
千

康
さ
ん
に
「
藍
綬
褒
章
」
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
高
島
さ
ん
は
、
昭
和
2
2
年
に
国
勢

調
査
に
従
事
し
た
の
を
始
め
と
し
て
、

平
成
元
年
ま
で
の
4
3
年
間
に
わ
た
り

通
算
6
2
回
の
各
種
統
計
調
査
に
従
事

し
、
地
域
住
民
に
対
す
る
統
計
意
識

の
高
揚
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

軒
だ

嗣
M

永
年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
振
興
に
務
め
ら
れ
た
功
績
が
顕
著

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
酋
出
忠
雄
さ
ん
に
「
旭
日
双
光
章
」
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

西
出
さ
ん
は
、
昭
和
新
年
1
0
月
か
ら
平
成
8
年
9
月
ま
で
6
期
お

年
間
島
牧
村
選
挙
管
理
委
員
と
し
て
、
ま
た
昭
和
5
1
年
1
0
月
か
ら
平

成
8
年
9
月
ま
で
島
牧
村
選
挙
管
理
委
員
長
と
し
て
、
練
達
し
た
手

腕
力
量
で
選
挙
管
理
に
努
力
し
、
地
方
自
治
の
育
成
・
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

高
島
三
千
康
さ
ん
は
6
月
2
0
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



えに汗奉垂室撃肇幸

佐々木玄太くん（島小6年）全国大会へ

わんぱく相撲大会

学んだ証大きく育て

5月18日、島牧中学校の3年生19人

が、中学校の周囲に高さ2．5mのイチョ

ウの木6本を植樹しました。

この植樹は平成8年から、緑化事業

を推進している村が国土緑化推進委員

会後志支部から助成を受け、毎年この

時期に3年生の卒業記念として行われ

ているもので、すでにサクラやツツジ

など292本が植えられています。

生徒達は、支庁の担当者から説明を

受けた後、グループごとに分かれて、

あらかじめ用意された穴に苗木を入れ、

スコップで土を盛り、木の生長を願い

ながらしっかりと足で踏み固め無事植

樹を終えました。

＼、＿／

か
ら
身
を
守
る

小
学
校
で
交
通
安
全
教
室

1
㌦
罠
　
5
月
2
0
日
、
島
牧

．
軋
小
学
校
で
交
通
安
全

岬
施
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

∴
芦
た
。

5
月
2
8
日
、
島
牧
小

学
校
6
年
生
が
、
稲
に

つ
い
て
学
習
し
よ
う
と

田
植
え
を
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
田

ん
ぼ
を
提
供
し
て
く
れ

た
波
多
野
信
夫
さ
ん
か

児
童
達
は
、
交
通

ル
ー
ル
を
学
ん
で
自

ん
分
の
身
は
自
分
で
守

卜
れ
ろ
う
と
、
交
差
点
に

Y
見
立
て
た
グ
ラ
ン
ド

肌
で
自
転
車
の
乗
り
方

退

止

　

レ

押

や
横
断
歩
道
の
わ
た

り
方
な
ど
を
学
び
ま

した。

＝

　

　

こ

、

、

■

・

・千・・・∴1－・
小
t
●

ら
説
明
を
聞
い
た
後
、

用
意
し
た
苗
を
植
え
始

め
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
子
が
田

植
え
を
す
る
の
は
、
初

め
て
と
あ
っ
て
最
初
の

う
ち
は
、
ぬ
か
る
む
田

ん
ぼ
に
苦
労
し
て
い
ま

し
た
が
、
次
第
に
慣
れ

て
き
て
最
後
は
要
領
よ

く
苗
を
植
え
て
い
ま
し

た。
わ
ず
か
、
3
0
分
間
の

田
植
え
で
し
た
が
子
ど

も
た
ち
は
、
苗
を
植
え

終
え
た
田
ん
ぼ
を
見
て

満
足
そ
う
で
し
た
。

今
後
は
、
定
期
的
に

ロ
臼
田
国

5
月
3
0
日
、
岩
内
町
で

行
わ
れ
た
わ
ん
ぱ
く
相
撲

大
会
で
、
佐
々
木
玄
太
く

ん
　
（
島
小
6
年
）
　
が
見
事

優
勝
し
、
7
月
2
5
日
、
両

国
国
技
館
で
行
わ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
同
級
生
の
佐

藤
貴
浩
く
ん
が
全
国
大
会

に
出
場
し
惜
し
く
も
1
回

戦
で
敗
退
し
て
お
り
、
関

係
者
は
、
今
年
は
ぜ
ひ
と

も
「
1
回
戟
突
破
」
を
と

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

中
学
校
で
卒
業
記
念
植
樹

二
予
定
稲
の
生
長
を
観
察
す
る

㍉
∵
転
予
定
で
す
。

大
活
躍
M
…
ニ
第
2
8
回
全
後
志
少
年
柔
道
大
会

こ

第
一
位
　
斉
藤
　
達
仁

（
男
子
中
学
中
量
級
）

第
二
位
　
大
森
　
大
介

（
男
子
中
学
重
量
級
）

第
二
位
　
佐
々
木
真
結

（
女
子
小
学
三
年
の
部
）

左
か
ら
斉
藤
君
、
佐
々
木
さ
ん
、

大
森
君
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中山湿原　（喜茂別町）

；▲湿原を黄色に染めるエゾカンゾ
ウというユリ科の多年草。
中山湿原へは、中山峠除雪セン
ター駐車場から山道を入り40分

lllllllHlllllllllllHlllllllHlllHllllllHllllHllllll

簡漕副観

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

新
た
に
「
期
日
前
投
票
制
度
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
従
来
の
不
在
者

投
票
の
よ
う
に
、
投
票
用
紙
を
封
筒
に

入
れ
て
そ
れ
に
署
名
す
る
と
い
っ
た
手

続
き
が
不
要
と
な
り
、
投
票
が
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

島
牧
村
で
は
7
月
の
参
議
院
議
員
選

挙
か
ら
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
投
票
期
間

選
挙
期
日
の
公
示
日
ま
た
は
告
示
日

の
翌
日
か
ら
投
票
日
前
日
ま
で

●
投
票
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
人

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ

ー
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
〓
疋
の
事
由
に
該

当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人

●
投
票
場
所

期
日
前
投
票
所
（
従
来
と
同
様
、
役

場
庁
舎
正
面
西
側
に
設
置
）

●
投
票
時
間

午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
8
時
ま
で

●
投
票
の
手
続
き

従
来
の
不
在
者
投
票
と
同
様
、
〓
定

の
事
由
に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
旨

の
宣
誓
書
を
提
出
す
る
以
外
は
、
基
本

的
に
選
挙
当
日
の
投
票
所
に
お
け
る
手

続
き
と
同
じ
で
す
。
（
入
場
券
を
持
参
す

る
だ
け
で
、
印
鑑
、
身
分
証
明
書
な
ど

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
）

●
今
ま
で
の
「
不
在
者
投
票
」
は
…

村
外
の
選
挙
管
理
委
員
会
や
病
院
、

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
お
け
る
不
在
者
投

票
は
従
来
ど
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
投

票
開
始
日
は
選
挙
期
日
の
公
示
日
ま
た

は
告
示
日
の
「
翌
日
」
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

中
山
峠
に
は
意
外
に
も
山
地
の
湿
原
が
多
く

あ
り
ま
す
。
特
に
峠
の
北
側
に
あ
る
中
山
湿
原

は
、
点
在
す
る
1
8
個
あ
ま
り
の
小
湿
原
か
ら
成

り
、
日
本
で
は
確
認
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
　
「
ブ

ラ
ン
ケ
ッ
ト
型
」
　
の
特
性
を
持
つ
湿
原
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
湿
原
は
、
多
量
の
降

雪
と
夏
の
季
節
に
霧
が
か
か
る
こ
と
の
多
い
特

殊
な
気
象
条
件
が
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
■

〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓

田
中
ス
ミ
さ
ん
（
本
日
）
に

長
寿
者
慶
祝
金

5
月
6
日
に
田
中
ス

ミ
さ
ん
が
滴
8
8
歳
を
迎

え
ら
れ
、
村
か
ら
長
寿

者
慶
祝
金
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
健
康
に

留
意
さ
れ
、
お
元
気
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。



保健指導係
℡（75）6001

箋転

健康通信

第34回

く
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1骨粗軽症とは 

骨のカルシウム量が減ってスカスカになり、もろく 

骨折が起きやすくなった状態です。圧倒的に女性に多 

く、わが国の患者は1千万人前後、50歳以上の女性の 

4人に1人はかかっていると言われています。 

2　症状と診断 

腰や背中の痛み、背中（腰）が丸くなる、身長が縮 
むなどの症状があり、進行すると滑ったり転んだりす 

るだけで簡単に骨が折れてしまうようになります。症 

状やレントゲン、骨密度検査から診断します。 

3　予防の三原則 

食事、運動、日光浴の3つが大切です。カルシウム 

を多く含んだ乳製品、大豆製品、小魚、緑黄色野菜、 

海草を食べるように心がけ、運動で骨と筋肉を鍛え、 

日光浴により体内でビタミンDをつく与りましょう。 

4　薬物療法 

医師が処方する骨粗餐症のお菜で骨折をある程度亨 

防したり、痛みをやわらげたりすることができます。 
スナック菓子はリンを多く含み、カルシウムを尿に出 

してしまうのであまり食べない・ようにしましょう。 

気…病…の…隠
複
数
の
依
存
症
を
も
つ
人

依
存
症
と
い
う
病
気
は
単
一
で
は
な
く
、
複
数
の
依

存
症
を
抱
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

次
の
例
は
自
分
の
な
か
に
何
か
が
欠
け
て
い
る
こ
と

を
感
じ
な
が
ら
悩
み
続
け
、
毎
日
焦
燥
感
に
も
が
く
女

性
の
お
話
で
す
。

「
私
は
勉
強
、
摂
食
、
万
引
き
、
恋
愛
の
依
存
症
。

過
食
と
嘔
吐
を
繰
り
返
す
摂
食
障
害
を
抱
え
な
が
ら
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
栄
養
補
給
に
気
を
配
る
。
ア
ル
バ
イ

ト
で
得
た
お
金
を
吐
く
だ
け
に
費
や
す
の
は
罪
深
い
と

思
い
万
引
き
を
覚
え
、
や
が
て
日
課
と
な
っ
た
。
勉
強

も
夜
中
ま
で
や
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
て
い
な
い
と
落
ち
着
か
な
い
。
彼
か
ら
呼
ば
れ
た
ら

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
会
い
に
行
く
。
嫌
わ
れ
る
の

が
恐
い
か
ら
。
こ
ん
な
に
忙
し
い
日
々
な
の
に
、
い
つ

も
い
つ
も
満
た
さ
れ
な
い
…
。
苦
し
い
…
。
」

「
特
別
な
存
在
」
で
は
な
く
、
「
唯
一
の
自
分
」
に

な
る
に
は
周
囲
の
支
援
も
必
要
で
す
。
℡
7
5
・
6
0

0
1
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
保
健
師
が
対
応
し
ま
す
。

島
牧
診
療
所

糸
矢
　
宏
志

「
骨
租
軽
症
L

わ
が
国
の
「
寝
た
き
り
」

原
因
の
1
割
は
「
骨
折
」

で
脳
卒
中
、
老
衰
に
つ
い

で
第
3
位
に
入
り
ま
す
。



第53回戦没者逢悼式

平成14年4月より、従来の

「全額免除」に加え「半額免
除制度」ができました。

前年所得が一定以下で、収入がなく保険

料が納められない人や、保険料を全額納め

るのが困難な人は、村の国民年金担当窓口

に申請して、社会保険事務所で承認される

と、保険料の全額もしくは半額が免除され

ます。

申請した月の前月分から翌年6月分まで

保険料が免除されます。

半額免除を承認された場合でも、残る半
額の保険料を納付しないと、保険料を未
納にした期間と同じ扱いになります。

60歳前に会社などを

退職された人へ

国民年金の加入手続きは、おすみ
ですか？

会社などを退職したら、村の国民

年金担当窓口へ届出が必要です。

会社勤めをしていたときの第2号

被保険者から第1号被保険者となり
国民年金の種別変更の手続きが必要
となります。国民年金保険料も、自

分で納めることになります。

届出がないと、今まで納めた保険
料がムダになったり、老齢年金や障
害年金・遺族年金が受けられない場
合があります。

喜畳語慧雁険料は忘れず納めましょう

へ
の
誓
い

あ
ら
た
に

春
季
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

6
月
1
1
日
、
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
で
第
5
3
回
戦
没

者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し

た。

式
に
は
遺
族
・
来
賓
約

5
0
名
が
参
列
、
1
分
間
の

J
b
く
と
、
つ

黙
祷
を
捧
げ
、
村
長
は
じ

め
来
賓
が
追
悼
の
言
葉
を

述
べ
た
後
、
参
列
者
が

次
々
と
献
花
を
行
い
戦
没

者
1
1
3
名
の
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。
追
悼
式
終
了
後
、
遺
族
会

主
催
に
よ
る
尉
基
並
祭
が
引

き
続
き
行
わ
れ
ま
し
た
。

5
月
2
3
日
、
千
走
地
区
山

村
広
場
で
第
1
0
回
春
季
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
会
に
は
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
2
2
名
が
参
加
し
、
芝

の
長
い
難
コ
ー
ス
　
（
？
）
　
に

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
優
勝

め
ざ
し
て
各
ホ
ー
ル
を
回
っ

て
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
山
田
康
次
　
さ
ん

第
2
位
　
高
橋
喜
作
　
さ
ん

第
3
位
　
山
田
寛
士
　
さ
ん

自
営
業
な
ど
の
人
は

保
険
料
免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

移
動
献
血
車

「
ひ
ま
わ
り
号
」
巡
回

6
月
2
日
、
移
動
献
血
車

「
ひ
ま
わ
り
号
」
　
が
村
を
巡

回
し
、
5
0
名
の
方
が
献
血
に

協
力
し
ま
し
た
。

医
療
に
お
い
て
、
輸
血
は

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
治

療
法
で
す
。
献
血
に
よ
っ
て

必
要
な
血
液
を
確
保
し
な
け

れ
ば
、
現
代
医
療
は
成
り
た

ち
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
で
も
多

く
の
方
が
献
血
に
協
力
し
ま

し
ょ
、
つ
。



1等 �1億円×42本 

前後賞各 �5，000万円 

2　等 �1億円×42本 

3　等 �100万円×420本 

4　等 �10万円×4，200本 

5　等 �3，000円×4，200，000本 

夏ラッキー賞 �1万円×1，680，000本 

○　弧000円

（小・中学校運動会運営費

として）

寿都生コン株式会社

代表取締役　和田

代表取締役　佐々木

○　絵画（1点）

字歌島　　猿谷

○　木絵（8点）

字原敬町　泉　市雄

○　ガスコンロ　1台

電子ジャー　　2台

字元町　元町婦人防火クラブ

会　長　池田　伸子　棟

◆平成16年度国保税◆
今年度の国民健康保険税の納付書を6月
10日に送付しましたで、納期内に完納され

ますようお願いします。

なお、税率は次のとおりです。

（前年度と同じ）

区　　分 �医療分 �介護分 

所　得　割 �10．0％ �1．1％ 

資　産　割 �80．0％ �10．0％ 

均等割 （1人当たり） �22，500円 �4，100円 

平等割 （1世帯当たり） �30，000円 �3，700円 

限　度　額 �530，000円 �80，000円 

くらLqbガイド
役　　　場　　　　　　タ75∵6211

総合福祉医療センター　7516001

（健康福祉諌）

7月12日済ト13日㈹

7月28日妹巨29日弼

初回の相談は無料

事前予約制

予約受付時間10時～16時

電話／0135－62－8373

場所／岩内町高台84－3

（佐藤精肉店となり）

平成15年度国保税収納率◆
平成15年度の国保税収納率は前年度に比

較し、全体で2．1ポイント増加しました。

く現年度分＋0．4ポイント、滞納繰越分＋
8．1ポイント）

現年度分収納率が93％以下になると、国
からの交付金が約250万円減額され、国保の

運営が厳しくなりますので、国保税の納期

内完納に向けてご協力ください。なお、国

保税を1年以上滞納すると、保険証を使用
できなくなりますのでご注意ください。

収　納　率（％）

区　　　分 �14年度 �15年度 

現年度分 �94．0 �94．4 

滞納繰越分 �10．6 �18．7 

計 �76．8 �78．9 

、ヽ－′

〕

こ
の
宝
く
じ
は
通
信
販
売
で
買

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

金んせ当

様
様
也
駿

鉄

男三 様

　

　

様

平
成
1
6
年
度
の
市
町
村
振
興
宝

く
じ
（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
）
が
発

売
さ
れ
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収

益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み

ょ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間
　
7
月
1
2
日
㈲
～

7
月
3
0
日
㈲

抽
選
日
　
8
月
1
0
日
㈹

犯
罪
を
防
止
し
、
地
域
の
安
全

と
平
和
を
守
る
た
め
に
は
、
皆
さ

ん
の
目
や
耳
に
よ
る
協
力
が
必
要

です。次
の
よ
う
な
不
審
な
こ
と
を
見

た
り
、
問
い
た
り
し
た
と
き
は
警

察
署
ま
た
は
駐
在
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○
近
所
の
ア
パ
ー
ト
や
借
家
に
不

審
な
外
国
人
が
住
み
つ
い
た

○
漁
港
や
海
岸
に
見
慣
れ
な
い
船

が
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、
不
審

な
車
が
止
ま
っ
て
い
る

連
絡
先
　
函
館
方
面
寿
都
警
察
署

℡
0
1
3
6
・
6
2
・
2
1
1
0

第
1
期
納
期
限
は
6
月
3
0
日

宝
く
じ
が
発
売
さ
れ
ま
す

不
審
外
国
人
の
発
見
・

検
挙
に
ご
協
力
を

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
に
あ
い
、
警
察
や
検
察

庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
　
（
不

起
訴
処
分
）
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を

お
持
ち
の
方
の
た
め
に
検
察
審
査

会
が
あ
り
ま
す
。

申
立
て
に
は
、
一
切
費
用
は
か

か
り
ま
せ
ん
し
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
函
館
検
察
審
査
会

℡
0
1
3
8
・
4
2
・
2
1
5
1

◆

ご
存
じ
で
す
か

「
検
察
審
査
会
」
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4月16日～6月15日

地区会長連絡協議会
地区会長会議
生活改善推進委員会総会
島牧さけ・ます飼育池供用開始
記念放流式
村議会臨時会・議員協議会

体育指導員会議
社会教育委員会議
例月出納検査
荒牧中学校記念植樹
荒牧商工会総会
保護司会島牧支部総会
山海味覚まつり実行委員会
春季グランドゴルフ大会
観光協会総会
交通安全推進委員会総会
中学校体育大会

特設人権相談
選挙管理委員会
議員協議会
戦没者追悼式
小学校運動会
第2回村議会定例会

ー　■　■　■　－　■　■　■　－　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿l

．んぅごき
（4月16日～6月15日住民係受付分・敬称略）

讐たんじょう

16．4．24　三春　咲桜　……　泊

（三春将之・貴子のお子さん）

16．5．27　阿部　美咲　……　豊浜

（阿部幸敏・恭子のお子さん）

16．6．3　成田　隼斗　……　永豊町

（成田博樹・忍のお子さん）

『おくやみ

16．5．21　田中　　彰（72歳）

16．5．21　小林　イチ（69歳）

16．5．31　東城　俊信（68歳）

16．6．6　　千葉　春美（84歳）

■人　口

2，146人（前月比＋2人）

男：1，038人（前月比△1人）

女：1，108人（前月比＋3人）

離世帯数

973戸（前月比＋11戸）

本　日

豊　浜

原歌町

本　日

（5月31日現在）

わが家の

お殿様
し毛やま　　しんいち

下山　信一くん
泊／下山順一・美名子さんの

お子さん

（平成13年3月13日生）

やさしい気持
ちを持った子。
普段は海辺を散
歩したり、家の中
では大好きなおも
ちゃで遊んでいます。
特に「トイ・ストーリ
ー」のバズライトイヤーが

大のお気に入り。
やさしい気持ちを大切にしながら、明るく元気にのび
のびと育ってほしいと思います。

（美名子さん）

死亡交通事故

0の日
平成16年

5月31日現在

運 転 �ト違反講習　7月13日（州　8月17日㈹ 

再寺　　間13＝00～15‥00 二軍慧温習車キ書芸良三‾≡’害琵：3。 　　　　　7月16日絵）8月20日蛙） 

14・00～15・00 

免 許 � �…初回更新者15‥15、17＝15 

扁捕南條瀦－ぎ j 　　j　　l �∃岩内自動車学校　0135－62－1328 喜八雲自動車学校01376－3－2111 

細腰灘虹空相締渦帥 �7月2日塩）7月22日（湘 
8月5日（湘　8月19日（杓 

組立 �ま �ヰ平成16年6～7月号認諾警…忘道諾謡漂≡慧讐罷り莞㌶完㌧禁ヒ L　No．461 
自然環境へのやさしさを考え、

．大豆インキを使用しています。
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